
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

○

特

定

非

営

利

活

動

法

人

の

設

立

認

証

の

申

請

県

民

生

活

交

通

課

○

特

定

非

営

利

活

動

法

人

の

定

款

変

更

の

認

証

の

〃

担

当

課

（

室

）

申

請

目

次

○

岡

山

県

医

療

審

議

会

か

ら

の

答

申

医

療

推

進

課

○

土

地

収

用

法

に

基

づ

く

立

入

り

の

許

可

監

理

課

【

規

則

】

○

岡

山

県

自

然

保

護

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

自

然

環

境

課

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

正

す

る

規

則

の

完

了

（

県

例

規

集

登

載

）

○

〃

〃

【

合

同

訓

令

】

○

岡

山

県

災

害

対

策

本

部

規

程

の

一

部

改

正

危

機

管

理

課

（

県

例

規

集

登

載

）

【

告

示

】

○

行

政

書

士

に

対

す

る

懲

戒

処

分

総

務

学

事

課

○

優

良

図

書

の

推

奨

男

女

共

同

参

画

青

少

年

課

○

有

害

図

書

の

指

定

〃

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

健

康

推

進

課

の

更

新

○

保

安

林

の

指

定

予

定

治

山

課

○

〃

〃

○

〃

〃

○

〃

〃

○

道

路

の

供

用

開

始

道

路

整

備

課

○

公

有

水

面

埋

立

竣

功

認

可

港

湾

課

し

ゆ
ん

【

公

告

】

岡

山

県

公

報
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◎
岡
山
県
規
則
第
六
十
二
号

岡
山
県
自
然
保
護
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
元
年
十
二
月
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

岡
山
県
自
然
保
護
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
自
然
保
護
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
岡
山
県
規
則
第
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
九
条
第
一
号
イ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

イ

精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
そ
の
生
態
系
維
持
回
復
事
業
を
適
正
か
つ
確
実
に
行
う
に
当
た

つ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者

「

」

「

」

、

「

」

「

」

第
三
十
条
第
二
項
中

に
規
定
す
る

を

の

に
改
め

同
条
第
三
項
中

に
規
定
す
る

を

の

に
改
め

「
の
各
号
」
を
削
り
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

、

三

県
及
び
市
町
村
以
外
の
者
が
条
例
第
三
十
一
条
第
三
項
の
認
定
を
受
け
る
場
合
は
、
前
条
第
一

号
イ
及
び
ロ
の
規
定
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
書
類

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
元
年
十
二
月
十
四
日
か
ら
施
行
す
る
。
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岡

山

県

訓

令

◎

第
一
号

岡

山

県

企

業

訓

令

岡
山
県
教
育
委
員
会
訓
令

岡

山

県

警

察

訓

令

庁

中

一

般

出

先

機

関

企

業

局

教

育

庁

警

察

本

部

岡

山

県

訓

令

岡
山
県
災
害
対
策
本
部
規
程

昭
和
五
十
七
年

第
二
号

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

岡

山

県

企

業

訓

令

岡
山
県
教
育
委
員
会
訓
令

岡

山

県

警

察

訓

令

令
和
元
年
十
二
月
六
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

岡
山
県
公
営
企
業
管
理
者

佐

藤

一

雄

岡

山

県

教

育

委

員

会

岡

山

県

警

察

本

部

長

桐

原

弘

毅

「

「

別
表
第
一
中

危
機
管
理
監

を

危
機
管
理
監

危
機
管
理
監
付
参
与

に
、

」

」

「

を

情
報
通
信
班

中
国
管
区
警
察
局
岡
山
県
情
報

中
国
管
区
警
察
局
岡
山
県
情
報

通
信
部
長

通
信
部
内
各
所
属
職
員

」
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「

情
報
通
信
班

中
国
四
国
管
区
警
察
局
岡
山
県

中
国
四
国
管
区
警
察
局
岡
山
県

情
報
通
信
部
長

情
報
通
信
部
内
各
所
属
職
員

受
援
調
整
部

人
事
委
員
会
事
務
局

受
援
総
括
班

人
事
委
員
会
事
務
局
内
及
び
労

総
合
政
策
局
内
各
所
属
職
員
及

長

働
委
員
会
事
務
局
内
班
長
又
は

び
人
事
課
員

（
職
務
代
理
者
）

監
査
事
務
局
内
課
長

労
働
委
員
会
事
務
局

長
又
は
監
査
事
務
局

被
災
者
支
援
班

保
健
福
祉
部
内
課
長

保
健
福
祉
部
内
各
所
属
職
員
及

長

び
住
宅
課
員

に
改
め
る
。

り
災
証
明
・
住
家
被
害
認
定

危
機
管
理
課
員

り
災
証
明
又
は
住
家
被
害
認
定

調
査
支
援
班

調
査
を
行
う
能
力
を
有
す
る
職

員

人
的
支
援
班

県
民
生
活
部
内
課
長

県
民
生
活
部
内
各
所
属
職
員
及

び
人
事
課
員

物
資
支
援
班

産
業
労
働
部
内
課
長

産
業
労
働
部
内
各
所
属
職
員

連
絡
員
受
入
班

総
務
部
内
班
長

環
境
文
化
部
内
各
所
属
職
員

」

「

１

県
本
部
事
務
の
総
合
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

２

本
部
会
議
に
関
す
る
こ
と
。
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３

防
災
会
議
そ
の
他
関
係
機
関
と
の
連
絡
等
に
関
す
る
こ
と
。

４

本
部
長
の
命
令
伝
達
及
び
各
部
と
の
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

５

気
象
通
報
の
接
受
及
び
通
報
連
絡
に
関
す
る
こ
と
。

６

災
害
情
報
及
び
被
害
報
告
の
取
り
ま
と
め
に
関
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
中

を

７

国
へ
の
連
絡
及
び
被
害
状
況
報
告
に
関
す
る
こ
と
。

８

自
衛
隊
に
対
す
る
情
報
連
絡
及
び
災
害
派
遣
要
請
に
関
す
る
こ
と
。

９

現
地
対
策
本
部
及
び
地
方
本
部
に
関
す
る
こ
と
。

関
係
機
関
の
非
常
招
集
及
び
応
援
に
関
す
る
こ
と
。

10

市
町
村
の
応
急
措
置
及
び
応
援
に
関
す
る
こ
と
。

11

無
線
通
信
施
設
の
運
用
及
び
通
信
連
絡
の
確
保
に
関
す
る
こ
と
。

12

緊
急
通
行
車
両
の
確
認
及
び
証
票
の
発
行
に
関
す
る
こ
と
。

13

応
援
協
定
に
基
づ
く
派
遣
の
要
請
及
び
受
入
れ
に
関
す
る
こ
と
。

14

」

「

１

県
本
部
事
務
の
総
合
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

２

本
部
会
議
に
関
す
る
こ
と
。

３

防
災
会
議
そ
の
他
関
係
機
関
と
の
連
絡
等
に
関
す
る
こ
と
。

４

本
部
長
の
命
令
伝
達
及
び
各
部
と
の
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

５

気
象
通
報
の
接
受
及
び
通
報
連
絡
に
関
す
る
こ
と
。

６

災
害
情
報
及
び
被
害
報
告
の
取
り
ま
と
め
に
関
す
る
こ
と
。

７

国
へ
の
連
絡
及
び
被
害
状
況
の
報
告
に
関
す
る
こ
と
。

に
、

８

自
衛
隊
に
対
す
る
情
報
連
絡
及
び
災
害
派
遣
要
請
に
関
す
る
こ
と
。

９

現
地
対
策
本
部
及
び
地
方
本
部
に
関
す
る
こ
と
。

関
係
機
関
の
非
常
招
集
及
び
応
援
に
関
す
る
こ
と
。

10

市
町
村
の
応
急
措
置
及
び
応
援
に
関
す
る
こ
と
。

11
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無
線
通
信
施
設
の
運
用
及
び
通
信
連
絡
の
確
保
に
関
す
る
こ
と
。

12

応
援
協
定
に
基
づ
く
派
遣
の
要
請
及
び
受
入
れ
に
関
す
る
こ
と
。

13

」

「

１

災
害
復
旧
に
係
る
施
策
に
対
す
る
助
言
に
関
す
る
こ
と
。

を
」

「

１

災
害
復
旧
に
係
る
施
策
に
対
す
る
助
言
に
関
す
る
こ
と
。

２

国
に
対
す
る
要
望
の
総
合
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

３

政
府
調
査
団
に
関
す
る
こ
と
。

に
、

４

応
援
協
定
に
基
づ
く
派
遣
の
要
請
及
び
受
入
れ
に
関
す
る
こ
と
（
総
合
政
策
部
が
所
管
す

る
も
の
に
限
る

。
。
）

」

「

１

災
害
時
に
お
け
る
総
務
部
の
総
括
及
び
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

２

総
務
部
関
係
の
被
害
状
況
の
取
り
ま
と
め
に
関
す
る
こ
と
。

を

３

私
立
学
校
の
被
害
状
況
調
査
に
関
す
る
こ
と
。

」

「

１

災
害
時
に
お
け
る
総
務
部
の
総
括
及
び
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

２

総
務
部
関
係
の
被
害
状
況
の
取
り
ま
と
め
に
関
す
る
こ
と
。

３

私
立
学
校
の
被
害
状
況
調
査
に
関
す
る
こ
と
。

に
、

４

関
係
省
庁
の
視
察
対
応
に
関
す
る
こ
と
（
総
務
部
が
所
管
す
る
も
の
に
限
る

。
。
）

５

応
援
協
定
に
基
づ
く
派
遣
の
要
請
及
び
受
入
れ
に
関
す
る
こ
と
（
総
務
部
が
所
管
す
る
も

の
に
限
る

。
。
）
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」

「

１

災
害
時
に
お
け
る
県
民
生
活
部
の
総
括
及
び
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

２

県
民
生
活
部
関
係
の
被
害
状
況
の
取
り
ま
と
め
に
関
す
る
こ
と
。

を

３

交
通
機
関
の
被
害
状
況
及
び
運
行
状
況
の
取
り
ま
と
め
に
関
す
る
こ
と
。

」

「

１

災
害
時
に
お
け
る
県
民
生
活
部
の
総
括
及
び
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

２

県
民
生
活
部
関
係
の
被
害
状
況
の
取
り
ま
と
め
に
関
す
る
こ
と
。

３

交
通
機
関
の
被
害
状
況
及
び
運
行
状
況
の
取
り
ま
と
め
に
関
す
る
こ
と
。

４

有
料
道
路
の
無
料
化
措
置
に
関
す
る
こ
と
。

に
、

５

関
係
省
庁
の
視
察
対
応
に
関
す
る
こ
と
（
県
民
生
活
部
が
所
管
す
る
も
の
に
限
る

。
。
）

６

応
援
協
定
に
基
づ
く
派
遣
の
要
請
及
び
受
入
れ
に
関
す
る
こ
と
（
県
民
生
活
部
が
所
管
す

る
も
の
に
限
る

。
。
）

」

「

１

外
国
人
に
対
す
る
情
報
提
供
及
び
相
談
に
関
す
る
こ
と
。

を

１

災
害
時
に
お
け
る
情
報
ハ
イ
ウ
エ
イ
の
機
能
確
保
に
関
す
る
こ
と
。

２

災
害
時
に
お
け
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
主
要
シ
ス
テ
ム
の
機
能
確
保
に
関
す
る
こ
と
。

」

「

１

外
国
人
（
外
務
省
等
の
機
関
及
び
外
国
公
館
等
を
含
む

）
に
対
す
る
情
報
提
供
及
び
相

。

談
に
関
す
る
こ
と
。
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１

災
害
時
に
お
け
る
情
報
ハ
イ
ウ
エ
イ
の
機
能
確
保
に
関
す
る
こ
と
。

に
、

２

災
害
時
に
お
け
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
主
要
シ
ス
テ
ム
の
機
能
確
保
に
関
す
る
こ
と
。

３

庁
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
等
の
確
保
に
関
す
る
こ
と
。

」

「

１

災
害
時
に
お
け
る
環
境
文
化
部
の
総
括
及
び
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

を

２

環
境
文
化
部
関
係
の
被
害
状
況
の
取
り
ま
と
め
に
関
す
る
こ
と
。

３

災
害
時
に
お
け
る
放
射
性
物
質
の
漏
え
い
等
に
対
す
る
応
急
措
置
に
関
す
る
こ
と
。

。

４

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
人
形
峠
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー
と
の
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と

」

「

１

災
害
時
に
お
け
る
環
境
文
化
部
の
総
括
及
び
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

２

環
境
文
化
部
関
係
の
被
害
状
況
の
取
り
ま
と
め
に
関
す
る
こ
と
。

３

災
害
時
に
お
け
る
放
射
性
物
質
の
漏
え
い
等
に
対
す
る
応
急
措
置
に
関
す
る
こ
と
。

４

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
人
形
峠
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー
と
の
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と

に
、

。

５

関
係
省
庁
の
視
察
対
応
に
関
す
る
こ
と
（
環
境
文
化
部
が
所
管
す
る
も
の
に
限
る

。
。
）

６

応
援
協
定
に
基
づ
く
派
遣
の
要
請
及
び
受
入
れ
に
関
す
る
こ
と
（
環
境
文
化
部
が
所
管
す

る
も
の
に
限
る

。
。
）

」

「

１

災
害
時
に
お
け
る
保
健
福
祉
部
の
総
括
及
び
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

２

保
健
福
祉
部
関
係
の
被
害
状
況
の
取
り
ま
と
め
に
関
す
る
こ
と
。

３

災
害
救
助
法
適
用
事
務
の
総
括
に
関
す
る
こ
と
。

４

災
害
救
助
法
に
基
づ
く
強
制
権
発
動
、
立
入
検
査
等
に
関
す
る
こ
と
。

５

災
害
救
助
基
金
に
関
す
る
こ
と
。
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６

人
的
被
害
、
家
屋
被
害
等
の
取
り
ま
と
め
に
関
す
る
こ
と
。

７

義
援
金
品
の
募
集
配
布
に
関
す
る
こ
と
。

８

地
方
本
部
（
健
康
福
祉
部
及
び
保
健
部
）
と
の
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

９

日
本
赤
十
字
社
及
び
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

救
援
物
資
の
要
請
、
調
達
及
び
備
蓄
に
関
す
る
こ
と
。

10１

医
師
、
歯
科
医
師
、
保
健
師
、
看
護
師
及
び
助
産
師
の
救
護
派
遣
そ
の
他
り
災
者
の
応
急

救
護
に
関
す
る
こ
と
。

２

病
院
、
診
療
所
そ
の
他
医
療
施
設
に
対
す
る
り
傷
病
者
の
収
容
及
び
治
療
に
関
す
る
連
絡

調
整
に
関
す
る
こ
と
。

３

県
災
害
医
療
本
部
に
関
す
る
こ
と
。

を

１

り
災
地
の
防
疫
に
関
す
る
こ
と
。

２

精
神
保
健
関
係
施
設
（
他
の
班
の
所
管
に
属
す
る
も
の
を
除
く

）
の
被
害
状
況
の
取
り

。

ま
と
め
に
関
す
る
こ
と
。

１

水
道
施
設
の
被
害
状
況
の
取
り
ま
と
め
に
関
す
る
こ
と
。

２

給
水
の
応
援
要
請
に
関
す
る
こ
と
。

３

り
災
地
に
お
け
る
衛
生
施
設
（
下
水
道
及
び
浄
化
槽
を
除
く

）
の
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

。

４

り
災
地
に
お
け
る
食
品
衛
生
指
導
に
関
す
る
こ
と
。

５

死
亡
獣
畜
の
処
理
に
関
す
る
こ
と
。

６

動
物
の
保
護
及
び
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

１

救
急
医
薬
品
等
の
確
保
及
び
補
給
に
関
す
る
こ
と
。

２

災
害
時
に
お
け
る
医
療
用
血
液
の
確
保
及
び
供
給
に
関
す
る
こ
と
。
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３

人
工
透
析
、
難
病
患
者
等
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
。

４

災
害
時
に
お
け
る
毒
物
及
び
劇
物
の
安
全
対
策
に
関
す
る
こ
と
。

」

「

１

災
害
時
に
お
け
る
保
健
福
祉
部
の
総
括
及
び
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

２

保
健
福
祉
部
関
係
の
被
害
状
況
の
取
り
ま
と
め
に
関
す
る
こ
と
。

３

災
害
救
助
法
適
用
事
務
の
総
括
に
関
す
る
こ
と
。

４

災
害
救
助
法
に
基
づ
く
強
制
権
発
動
、
立
入
検
査
等
に
関
す
る
こ
と
。

５

災
害
救
助
基
金
に
関
す
る
こ
と
。

６

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
に
関
す
る
こ
と
。

７

義
援
金
の
募
集
分
配
に
関
す
る
こ
と
。

８

地
方
本
部
（
健
康
福
祉
部
及
び
保
健
部
）
と
の
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

９

日
本
赤
十
字
社
及
び
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

救
援
物
資
の
備
蓄
に
関
す
る
こ
と
。

10

保
健
師
等
の
派
遣
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

11

災
害
時
健
康
危
機
管
理
支
援
チ
ー
ム
の
派
遣
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

12

県
災
害
保
健
医
療
調
整
本
部
に
関
す
る
こ
と
（
保
健
分
野
の
総
括
及
び
組
織
の
運
営

。
。
）

13

関
係
省
庁
の
視
察
対
応
に
関
す
る
こ
と
（
保
健
福
祉
部
が
所
管
す
る
も
の
に
限
る

。
。
）

14１

医
師
、
歯
科
医
師
、
保
健
師
、
看
護
師
、
助
産
師
及
び
業
務
調
整
員
の
救
護
派
遣
そ
の
他

被
災
者
の
応
急
救
護
に
関
す
る
こ
と
。

２

病
院
、
診
療
所
そ
の
他
医
療
施
設
に
対
す
る
り
傷
病
者
の
収
容
及
び
治
療
に
関
す
る
連
絡

調
整
に
関
す
る
こ
と
。

３

県
災
害
保
健
医
療
調
整
本
部
に
関
す
る
こ
と
（
医
療
分
野
の
総
括
及
び
組
織
の
運
営

。）
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に
、

１

り
災
地
の
防
疫
に
関
す
る
こ
と
。

２

歯
科
医
師
、
精
神
科
医
療
チ
ー
ム
の
派
遣
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

３

精
神
保
健
関
係
施
設
（
他
の
班
の
所
管
に
属
す
る
も
の
を
除
く

）
の
被
害
状
況
の
取
り

。

ま
と
め
に
関
す
る
こ
と
。

４

県
災
害
保
健
医
療
調
整
本
部
の
運
営
協
力
に
関
す
る
こ
と
。

１

水
道
施
設
の
被
害
状
況
の
取
り
ま
と
め
に
関
す
る
こ
と
。

２

給
水
の
応
援
要
請
に
関
す
る
こ
と
。

３

り
災
地
に
お
け
る
衛
生
施
設
（
下
水
道
及
び
浄
化
槽
を
除
く

）
の
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

。

４

り
災
地
に
お
け
る
食
品
衛
生
指
導
に
関
す
る
こ
と
。

５

死
亡
獣
畜
の
処
理
に
関
す
る
こ
と
。

６

動
物
の
保
護
及
び
管
理
（
避
難
所
運
営
に
お
け
る
愛
が
ん
動
物
の
取
扱
い
に
関
す
る
こ
と

を
含
む

）
に
関
す
る
こ
と
。

。

７

県
災
害
保
健
医
療
調
整
本
部
の
運
営
協
力
に
関
す
る
こ
と
。

１

救
急
医
薬
品
等
の
確
保
及
び
補
給
に
関
す
る
こ
と
。

２

災
害
時
に
お
け
る
医
療
用
血
液
の
確
保
及
び
供
給
に
関
す
る
こ
と
。

３

人
工
透
析
、
難
病
患
者
等
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
。

４

災
害
時
に
お
け
る
毒
物
及
び
劇
物
の
安
全
対
策
に
関
す
る
こ
と
。

５

県
災
害
保
健
医
療
調
整
本
部
の
運
営
協
力
に
関
す
る
こ
と
。

」

「

１

災
害
時
に
お
け
る
産
業
労
働
部
の
総
括
及
び
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

を

２

産
業
労
働
部
関
係
の
被
害
状
況
の
取
り
ま
と
め
に
関
す
る
こ
と
。
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３

応
急
救
助
用
生
活
必
需
物
資
（
主
要
食
糧
を
除
く

）
の
確
保
及
び
あ
つ
せ
ん
に
関
す
る

。

こ
と
。

」

「

１

災
害
時
に
お
け
る
産
業
労
働
部
の
総
括
及
び
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

２

産
業
労
働
部
関
係
の
被
害
状
況
の
取
り
ま
と
め
に
関
す
る
こ
と
。

３

応
急
救
助
用
生
活
必
需
物
資
（
主
要
食
糧
を
除
く

）
の
確
保
及
び
あ
つ
せ
ん
に
関
す
る

。

こ
と
。

に
、

４

関
係
省
庁
の
視
察
対
応
に
関
す
る
こ
と
（
産
業
労
働
部
が
所
管
す
る
も
の
に
限
る

。
。
）

５

応
援
協
定
に
基
づ
く
派
遣
の
要
請
及
び
受
入
れ
に
関
す
る
こ
と
（
産
業
労
働
部
が
所
管
す

る
も
の
に
限
る

。
。
）

」

「

１

災
害
時
に
お
け
る
農
林
水
産
部
の
総
括
及
び
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

２

農
林
水
産
部
関
係
の
被
害
状
況
の
取
り
ま
と
め
に
関
す
る
こ
と
。

を

３

地
方
本
部
（
農
林
水
産
事
業
部
）
と
の
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

」

「

１

災
害
時
に
お
け
る
農
林
水
産
部
の
総
括
及
び
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

２

農
林
水
産
部
関
係
の
被
害
状
況
の
取
り
ま
と
め
に
関
す
る
こ
と
。

に
、

３

地
方
本
部
（
農
林
水
産
事
業
部
）
と
の
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

４

関
係
省
庁
の
視
察
対
応
に
関
す
る
こ
と
（
農
林
水
産
部
が
所
管
す
る
も
の
に
限
る

。
。
）

５

応
援
協
定
に
基
づ
く
派
遣
の
要
請
及
び
受
入
れ
に
関
す
る
こ
と
（
農
林
水
産
部
が
所
管
す

る
も
の
に
限
る

。
。
）

」

令和元年１２月６日　岡山県公報　第１２１５０号



「

１

災
害
時
に
お
け
る
土
木
部
の
総
括
及
び
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

２

災
害
工
事
用
資
材
の
調
達
に
関
す
る
こ
と
。

を

３

土
木
部
関
係
の
被
害
状
況
の
取
り
ま
と
め
に
関
す
る
こ
と
。

」

「

１

災
害
時
に
お
け
る
土
木
部
の
総
括
及
び
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

２

災
害
工
事
用
資
材
の
調
達
に
関
す
る
こ
と
。

に
、

３

土
木
部
関
係
の
被
害
状
況
の
取
り
ま
と
め
に
関
す
る
こ
と
。

４

関
係
省
庁
の
視
察
対
応
に
関
す
る
こ
と
（
土
木
部
が
所
管
す
る
も
の
に
限
る

。
。
）

５

応
援
協
定
に
基
づ
く
派
遣
の
要
請
及
び
受
入
れ
に
関
す
る
こ
と
（
土
木
部
が
所
管
す
る
も

の
に
限
る

。
。
）

」

「

を

１

災
害
に
係
る
国
費
及
び
県
費
の
出
納
に
関
す
る
こ
と
。

２

災
害
見
舞
金
の
受
領
及
び
保
管
に
関
す
る
こ
と
。

」

「

１

災
害
に
係
る
国
費
及
び
県
費
の
出
納
に
関
す
る
こ
と
。

２

災
害
見
舞
金
の
受
領
及
び
保
管
に
関
す
る
こ
と
。

に
、

３

関
係
省
庁
の
視
察
対
応
に
関
す
る
こ
と
（
出
納
部
が
所
管
す
る
も
の
に
限
る

。
。
）

」

「

を

１

災
害
関
係
物
資
の
購
入
及
び
出
納
保
管
に
関
す
る
こ
と
。

２

庁
用
自
動
車
の
非
常
配
置
（
公
安
関
係
を
除
く

）
及
び
輸
送
力
の
確
保
に
関
す
る
こ
と
。

。
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」

「

１

災
害
関
係
物
資
の
購
入
及
び
出
納
保
管
に
関
す
る
こ
と
。

２

庁
用
自
動
車
の
非
常
配
置
（
警
察
関
係
を
除
く

）
及
び
輸
送
力
の
確
保
に
関
す
る
こ
と
。

に
、

。

３

緊
急
通
行
車
両
の
確
認
及
び
証
票
の
発
行
に
関
す
る
こ
と
。

」

「

１

企
業
部
関
係
の
被
害
状
況
の
取
り
ま
と
め
に
関
す
る
こ
と
。

を

２

発
電
施
設
及
び
工
業
用
水
道
施
設
の
被
害
状
況
調
査
、
応
急
措
置
及
び
原
状
回
復
等
に
関

す
る
こ
と
。

３

他
部
局
と
の
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

」

「

１

企
業
部
関
係
の
被
害
状
況
の
取
り
ま
と
め
に
関
す
る
こ
と
。

２

発
電
施
設
及
び
工
業
用
水
道
施
設
の
被
害
状
況
調
査
、
応
急
措
置
及
び
原
状
回
復
等
に
関

す
る
こ
と
。

に
、

３

災
害
時
に
お
け
る
総
括
及
び
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

４

関
係
省
庁
の
視
察
対
応
に
関
す
る
こ
と
（
企
業
部
が
所
管
す
る
も
の
に
限
る

。
。
）

」

「

１

災
害
時
に
お
け
る
文
教
部
の
非
常
招
集
、
非
常
配
備
及
び
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

２

教
育
委
員
会
関
係
の
被
害
状
況
の
取
り
ま
と
め
に
関
す
る
こ
と
。

３

教
育
庁
出
先
機
関
と
の
情
報
連
絡
に
関
す
る
こ
と
。

を

４

県
立
学
校
職
員
の
人
身
被
害
状
況
の
取
り
ま
と
め
に
関
す
る
こ
と
（
他
の
班
の
所
管
に
属

す
る
も
の
を
除
く

。
。
）
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」

「

１

災
害
時
に
お
け
る
文
教
部
の
非
常
招
集
、
非
常
配
備
及
び
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

２

教
育
委
員
会
関
係
の
被
害
状
況
の
取
り
ま
と
め
に
関
す
る
こ
と
。

に

「
県
外
部
隊
の
派
遣
要
請
」
を
「
県
外
部
隊
の
派
遣
要
請
及
び
受
入
れ
」
に
、

３

教
育
庁
出
先
機
関
と
の
情
報
連
絡
に
関
す
る
こ
と
。

、

４

県
立
学
校
職
員
の
人
身
被
害
状
況
の
取
り
ま
と
め
に
関
す
る
こ
と
（
他
の
班
の
所
管
に
属

す
る
も
の
を
除
く

。
。
）

５

関
係
省
庁
の
視
察
対
応
に
関
す
る
こ
と
（
文
教
部
が
所
管
す
る
も
の
に
限
る

。
。
）

」

「

情
報
通
信
班

１

情
報
通
信
施
設
の
維
持
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

を
」

「

情
報
通
信
班

１

情
報
通
信
施
設
の
維
持
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

受
援
調
整
部

受
援
総
括
班

１

受
援
全
体
の
進
捗
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

被
災
者
支
援
班

１

災
害
救
助
事
務
の
運
用
に
関
す
る
こ
と
。

に
改
め
る
。

り
災
証
明
・
住
家

１

り
災
証
明
書
発
行
及
び
住
家
被
害
認
定
調
査
に
関
す
る
こ
と
。

被
害
認
定
調
査
支

援
班

人
的
支
援
班

１

市
町
村
に
お
け
る
人
的
支
援
需
要
の
把
握
及
び
市
町
村
と
の
応
援
調
整
に
関
す
る
こ
と
。
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物
資
支
援
班

１

市
町
村
に
お
け
る
物
的
支
援
需
要
の
把
握
及
び
物
資
の
配
布
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

連
絡
員
受
入
班

１

国
等
か
ら
の
連
絡
員
等
の
受
入
れ
に
関
す
る
こ
と
。

」

「

１

地
方
本
部
事
務
の
総
合
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

２

県
本
部
そ
の
他
関
係
機
関
と
の
連
絡
等
に
関
す
る
こ
と
。

３

地
方
本
部
長
の
命
令
伝
達
及
び
各
部
局
と
の
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

４

気
象
通
報
の
接
受
及
び
通
達
連
絡
に
関
す
る
こ
と
。

別
表
第
三
中

５

災
害
情
報
及
び
被
害
状
況
の
総
括
的
把
握
に
関
す
る
こ
と
。

を

６

地
域
事
務
所
に
お
け
る
災
害
対
応
等
の
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

７

自
衛
隊
の
災
害
派
遣
に
関
す
る
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

８

市
町
村
の
応
急
措
置
及
び
応
援
に
関
す
る
こ
と
。

９

地
方
本
部
の
庶
務
経
理
に
関
す
る
こ
と
。

」

「

１

地
方
本
部
事
務
の
総
合
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

２

県
本
部
そ
の
他
関
係
機
関
と
の
連
絡
等
に
関
す
る
こ
と
。

３

地
方
本
部
長
の
命
令
伝
達
及
び
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

４

気
象
通
報
の
接
受
及
び
通
報
連
絡
に
関
す
る
こ
と
。

に
、

５

災
害
情
報
及
び
被
害
状
況
の
総
括
的
把
握
に
関
す
る
こ
と
。

６

市
町
村
へ
の
連
絡
員
派
遣
に
関
す
る
こ
と
。

７

地
域
事
務
所
に
お
け
る
災
害
対
応
等
の
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

８

自
衛
隊
の
災
害
派
遣
に
関
す
る
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

９

市
町
村
の
応
急
措
置
及
び
応
援
に
関
す
る
こ
と
。
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地
方
本
部
の
庶
務
経
理
に
関
す
る
こ
と
。

10

」

「

１

災
害
広
報
に
関
す
る
こ
と
。

２

災
害
写
真
の
撮
影
そ
の
他
災
害
に
関
す
る
広
報
資
料
の
収
集
に
関
す
る
こ
と
。

を

３

災
害
時
に
お
け
る
火
薬
類
の
保
安
に
関
す
る
こ
と
。

４

県
防
災
行
政
無
線
の
運
用
に
関
す
る
こ
と
。

５

緊
急
通
行
車
両
の
確
認
及
び
証
票
の
発
行
に
関
す
る
こ
と
。

６

防
災
管
理
部
の
応
援
に
関
す
る
こ
と
。

」

「

１

災
害
広
報
に
関
す
る
こ
と
。

２

災
害
写
真
の
撮
影
そ
の
他
災
害
に
関
す
る
広
報
資
料
の
収
集
に
関
す
る
こ
と
。

３

災
害
時
に
お
け
る
火
薬
類
の
保
安
に
関
す
る
こ
と
。

４

県
防
災
行
政
無
線
の
運
用
に
関
す
る
こ
と
。

に
、

５

緊
急
通
行
車
両
の
確
認
及
び
証
票
の
発
行
に
関
す
る
こ
と
。

６

防
災
管
理
部
の
応
援
に
関
す
る
こ
と
。

７

り
災
地
に
お
け
る
廃
棄
物
の
処
理
に
関
す
る
こ
と
。

」

「

１

保
健
福
祉
部
関
係
の
被
害
状
況
の
取
り
ま
と
め
に
関
す
る
こ
と
。

を

２

被
災
者
の
応
急
救
助
及
び
生
活
保
護
に
関
す
る
こ
と
。

３

義
援
金
品
等
救
助
物
資
の
配
分
に
関
す
る
こ
と
。

４

り
災
市
町
村
の
救
助
事
務
の
指
導
に
関
す
る
こ
と
。

」
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「

に

「
地
域
災
害
医
療
本
部
」
を
「
地
域
災
害
保
健
医
療
調
整
本
部
」
に

「
防
疫
及
び
救
助
活
動
」
を

１

民
生
関
係
の
被
害
状
況
の
取
り
ま
と
め
に
関
す
る
こ
と
。

、

、

２

義
援
金
の
受
付
及
び
救
援
物
資
の
要
請
受
付
け
に
関
す
る
こ
と
。

」

「
公
衆
衛
生
活
動
」
に

「
関
係
機
関
及
び
住
民
へ
の
放
流
通
知
及
び
通
報
」
を
「
関
係
機
関
へ
の
放
流
通
知
及
び
住
民
へ
の
通
報
」
に
改
め
る
。

、

附

則

こ
の
訓
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
二
十
八
号

行
政
書
士
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
号
）
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
業
務
の
停

止
処
分
を
行
っ
た
。

令
和
元
年
十
二
月
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

処
分
を
し
た
日

令
和
元
年
十
一
月
二
十
二
日

二

処
分
を
受
け
た
者
の
氏
名
及
び
住
所

１

氏
名

間
嶋

孝

２

住
所

岡
山
市
北
区
一
宮
七
三
番
地
一
グ
リ
ン
パ
レ
ス
Ａ

二
〇
一

－

三

登
録
番
号
及
び
会
員
番
号

１

日
本
行
政
書
士
会
連
合
会
登
録
番
号

第
九
三
三
三
〇
四
四
六
号

２

岡
山
県
行
政
書
士
会
会
員
番
号

第
一
三
七
六
号

四

処
分
の
内
容

行
政
書
士
法
第
十
四
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
一
月
間
の
業
務
の
停
止

五

業
務
の
停
止
期
間

令
和
元
年
十
二
月
九
日
か
ら
令
和
二
年
一
月
八
日
ま
で
の
一
月
間
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◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
二
十
九
号

。

岡
山
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例

昭
和
五
十
二
年
岡
山
県
条
例
第
二
十
九
号

第
七
条
の
規
定
に
よ
り

青
少
年
の
健
全
な
育
成
の
た
め
特
に
有
益
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
図
書
を
次
の
と
お
り
推
奨
す
る

）
（

、

令
和
元
年
十
二
月
六
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

番
号

図
書

名
著

者
発

行
所

対
象

１
い
つ
も

と
な
り
で

よ
し
だ

る
み

作
・
絵

国
土

社
幼

児

２
き
ょ
う
の
ぼ
く
は
ど
こ
ま
で
だ
っ
て
は
し
れ
る
よ

荒
井

良
二

著
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

〃

３
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
の
こ
し
た
も
の
は
.
.
.

マ
イ
ケ
ル
・
モ
ー
パ
ー
ゴ

文
評

論
社

小
学
生
（
低
）

ジ
ム
・
フ
ィ
ー
ル
ド

絵

佐
藤

見
果
夢

訳

４
巨
大
空
港

鎌
田

歩
作

福
音
館
書
店

〃
（
低
）

５
ほ
ら
、
こ
こ
に
い
る
よ

こ
の
ち
き
ゅ
う
で
く
ら
す
た
め
の
メ
モ

オ
リ
ヴ
ァ
ー
・
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ズ

作
ほ
る
ぷ
出
版

〃
（
低
）

ｔ
ｕ
ｐ
ｅ
ｒ
ａ

ｔ
ｕ
ｐ
ｅ
ｒ
ａ

訳

６
写
真
科
学
絵
本

ひ
と
す
じ
の
光

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ウ
ィ
ッ
ク

文
・
写
真

小
学

館
〃

（
中
）

千
葉

茂
樹

訳

佐
藤

勝
昭

監
修

７
わ
き
だ
せ
！
い
の
ち
の
水
～
日
本
伝
統
の
上
総
掘
り
井
戸
を
ア
フ
リ

た
け
た
に

ち
ほ
み

著
フ
レ
ー
ベ
ル
館

〃
（
高
）

カ
に
～

８
も
う
ひ
と
つ
の
曲
が
り
角

岩
瀬

成
子

著
講

談
社

中
学

生

酒
井

駒
子

絵
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◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
三
十
号

岡
山
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例

昭
和
五
十
二
年
岡
山
県
条
例
第
二
十
九
号

第
十
条
第
一
項
の
規

）
（

定
に
よ
り

青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
図
書
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る

、

。

令
和
元
年
十
二
月
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

番
号

種
別

名
称

発
行
者
等

１
月
刊
誌

封
印
お
宝
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル

２
０
１
９
年
１
２
月

マ
イ
ウ
ェ
イ
出
版

号
ｖ
ｏ
ｌ
．
０
１
２

２
〃

実
話
ナ
ッ
ク
ル
ズ

１
２
月
号

大
洋

図
書

３
〃

恋
愛
宣
言
Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
Ｙ

２
０
１
９
年
１
２
月
号

秋
水

社

４
〃

実
話
Ｂ
Ｕ
Ｎ
Ｋ
Ａ
超
タ
ブ
ー

２
０
１
９
年
１
２

コ
ア
マ
ガ
ジ
ン

月
号

５
雑

誌
Ｅ
Ｘ
特
ダ
ネ
Ｎ
Ｇ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｔ

発
進
号

イ
ン
テ
ル
フ
ィ
ン
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◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
三
十
一
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
更
新
し
た
。

令
和
元
年
十
二
月
六
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
を
更
新
し
た
医
療
機
関

名

称

所

在

地

更
新
年
月
日

医
療
法
人
庸
英
会
ま
さ
よ
し
内
科
小
児
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
二
三
九
一

令
和
元
年
十
二
月
一
日
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◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
三
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣

か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
元
年
十
二
月
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

新
見
市
坂
本
字
上
ミ
ガ
ナ
ル
九
七
五

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵
養

か
ん

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（２）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
新
見
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦

「

覧
に
供
す
る

）
。
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◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
三
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣

か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
元
年
十
二
月
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

新
見
市
大
佐
大
井
野
字
菅
谷
奥
二
一
〇
六
の
二
六
、
字
高
張
二
二
一
四

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵
養

か
ん

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（２）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
新
見
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦

「

覧
に
供
す
る

）
。
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◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
三
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣

か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
元
年
十
二
月
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

新
見
市
坂
本
字
小
谷
ヲ
ン
ヂ
一
三
七
〇
、
字
小
谷
中
曽
根
一
三
七
一
、
字
マ
ブ
ノ
﨏
一
三
七
三
、

字
大
峠
西
平
一
三
七
四
、
字
寺
床
一
七
六
三

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵
養

か
ん

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（２）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
新
見
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦

「

覧
に
供
す
る

）
。
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◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
三
十
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣

か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
元
年
十
二
月
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

新
見
市
足
立
字
橋
ノ
本
三
二
五
七

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵
養

か
ん

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（２）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
新
見
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦

「

覧
に
供
す
る

）
。
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◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
三
十
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
供
用
を

次
の
と
お
り
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

令
和
元
年
十
二
月
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

道
路
の

供

用

開

始

路

線

名

区

間

種

類

年

月

日

一
般
国

四
八
二
号

真
庭
市
蒜
山
吉
田
字
仲
田
三
三
四
番
二
地
先
か
ら

令
和
元
年
十

道

真
庭
市
蒜
山
吉
田
字
ビ
ク
ニ
寺
一
五
〇
番
一
地
先
を

二
月
六
日

経
て

真
庭
市
蒜
山
吉
田
字
墓
原
一
〇
一
番
一
地
先
ま
で
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◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
三
十
七
号

平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
五
日
付
け

岡
山
県
指
令
港
第
十
五
号
で
免
許
し
た
公
有
水
面
埋
立
て
に

、

つ
い
て

令
和
元
年
十
一
月
二
十
八
日
次
の
と
お
り
竣
功
を
認
可
し
た

、

。

令
和
元
年
十
二
月
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

１
埋

立
区

域

(
1
)

位
置

岡
山

県
瀬

戸
内

市
牛

窓
町

大
字

鹿
忍

字
子

父
雁

7
3
2
8
番

、
7
3
2
8
番

１
及

び
7
3
2
8
番

２
の

地
先

公
有

水
面

(
2
)

区
域

次
の

各
地

点
を

順
次

に
結

ん
だ

線
及

び
①

の
地

点
と

⑪
の

地
点

を
結

ん
だ

直
線

に
よ

り
囲

ま

れ
た

区
域

①
の

地
点

国
土

地
理

院
西

脇
三

等
三

角
点

（
北

緯
3
4
度

3
5
分

5
6
秒

5
3
3
5
，

東
経

1
3
4
度

0
7
分

0
8
秒

4
6
3
1
。

以
下

「
基

点
」

と
い

う
）

か
ら

1
9
6
度

5
5
分

1
5
秒

1
,
1
5
4
.
0
7
ｍ

の
。

地
点

②
の

地
点

①
の

地
点

か
ら

1
2
0
度

3
2
分

4
1
秒

2
7
.
9
9
ｍ

の
地

点

③
の

地
点

②
の

地
点

か
ら

2
9
度

1
3
分

2
4
秒

1
.
1
6
ｍ

の
地

点

④
の

地
点

③
の

地
点

か
ら

1
2
0
度

5
4
分

5
0
秒

1
3
.
1
9
ｍ

の
地

点

⑤
の

地
点

④
の

地
点

か
ら

1
2
0
度

5
7
分

2
0
秒

0
.
6
3
ｍ

の
地

点

⑥
の

地
点

⑤
の

地
点

か
ら

2
1
0
度

2
6
分

4
0
秒

4
0
.
1
1
ｍ

の
地

点

⑦
の

地
点

⑥
の

地
点

か
ら

1
2
0
度

3
4
分

5
9
秒

0
.
5
6
ｍ

の
地

点

⑧
の

地
点

⑦
の

地
点

か
ら

2
1
1
度

2
2
分

2
5
秒

6
.
4
7
ｍ

の
地

点

⑨
の

地
点

⑧
の

地
点

か
ら

3
0
2
度

0
3
分

3
7
秒

8
.
2
1
ｍ

の
地

点

⑩
の

地
点

⑨
の

地
点

か
ら

2
0
9
度

5
5
分

1
1
秒

0
.
8
9
ｍ

の
地

点

⑪
の

地
点

⑩
の

地
点

か
ら

3
0
1
度

5
7
分

4
2
秒

4
8
.
2
4
ｍ

の
地

点

(
3
)

竣
功

面
積

2
,
2
5
0
.
1
8
㎡

２
埋

立
地

の
用

途

漁
港

施
設

用
地

し
ゅ
ん

し
ゆ
ん
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３
埋

立
人

(
1
)

氏
名

又
は

名
称

岡
山

県

(
2
)

住
所

岡
山

市
北

区
内

山
下

二
丁

目
４

番
６

号

(
3
)

代
表

者
の

氏
名

岡
山

県
知

事
伊

原
木

隆
太

４
帰

属
権

利
者

岡
山

県

５
関

係
図

書
閲

覧
市

町
村

名

瀬
戸

内
市
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〔
四
七
六
〕
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
。

令
和
元
年
十
二
月
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

令
和
元
年
十
一
月
二
十
九
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称

キ
ャ
ッ
ツ
キ
ャ
ッ
ツ
お
か
や
ま

三

代
表
者
の
氏
名

平
木
の
ぶ
子

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

倉
敷
市
連
島
一
丁
目
三
番
二
七
号

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
岡
山
県
内
の
地
域
住
民
や
団
体
に
対
し
、
ノ
ラ
猫
の
保
護
及
び
適
正
飼
養
の
推
進

に
関
す
る
事
業
を
行
う
と
と
も
に
、
生
命
尊
重
の
情
操
教
育
を
進
め
、
人
間
と
動
物
が
共
生
す
る
社

会
の
構
築
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
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〔
四
七
七
〕
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
。

令
和
元
年
十
二
月
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

令
和
元
年
十
一
月
二
十
六
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
じ
ゅ
ー
く

三

代
表
者
の
氏
名

大
橋

平
治

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

英
田
郡
西
粟
倉
村
影
石
八
九
五
番
地

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
高
齢
者
及
び
障
害
者
を
含
め
た
地
域
住
民
が
安
心
、
安
全
な
暮
ら
し
の
継
続
を
目

指
し
、
行
政
機
関
を
は
じ
め
地
域
内
の
企
業
及
び
近
隣
企
業
の
協
力
を
得
な
が
ら
地
域
住
民
の
自
立

を
促
し
豊
か
で
潤
い
の
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

六

変
更
す
る
事
項

役
員
に
関
す
る
事
項
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〔
四
七
八
〕
岡
山
県
医
療
審
議
会
か
ら
次
の
と
お
り
答
申
が
あ
っ
た
。

令
和
元
年
十
二
月
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

諮
問
年
月
日

令
和
元
年
十
一
月
十
五
日

二

答
申
を
受
け
た
年
月
日

令
和
元
年
十
一
月
二
十
二
日

三

諮
問
及
び
答
申
の
事
項

医
療
法
人
の
設
立
及
び
解
散
の
認
可
並
び
に
社
会
医
療
法
人
の
認
定
に
つ
い
て

四

そ
の
他

諮
問
及
び
答
申
の
内
容
を
記
載
し
た
書
類
に
つ
い
て
は
、
岡
山
県
庁
県
政
情
報
室
、
岡
山
県
備
前

県
民
局
、
岡
山
県
備
中
県
民
局
及
び
岡
山
県
美
作
県
民
局
に
お
い
て
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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〔

〕

（

）

、

四
七
九

土
地
収
用
法

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号

第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

次
の
と
お
り
事
業
の
準
備
の
た
め
の
土
地
立
入
り
を
許
可
し
た
。

令
和
元
年
十
二
月
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

起
業
者
の
名
称

中
国
電
力
株
式
会
社

二

事

業

の

種

類

百
十
ｋ
Ｖ
湯
二
岡
山
線
Ｎ
ｏ
．
百
一
～
百
十
一
経
年
鉄
塔
建
替
工
事

三

立
入
り
の
目
的

調
査
及
び
測
量

四

立
入
り
の
期
間

令
和
元
年
十
二
月
六
日
か
ら
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

立
ち
入
ろ
う
と
す
る
土
地
の
区
域

岡
山
県
岡
山
市
北
区
建
部
町
桜
字
矢
佐
古
、
字
王
子
谷
、
字
吉
香
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〔
四
八
〇
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
元
年
十
二
月
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
北
溝
手
字
上
仲
田
四
五
四

五

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

総
社
市
駅
南
二
丁
目
三
一

五
コ
テ
ー
ジ
セ
ン
ト
リ
バ
ー
Ⅱ
二
〇
二

－

幸
村

圭
亮

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
二
二
四
号
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〔
四
八
一
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
元
年
十
二
月
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
北
溝
手
字
上
仲
田
四
五
四

一
〇
、
四
五
六

五

－
－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

岡
山
市
南
区
泉
田
一
丁
目
一
一

八

七
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
芳
泉
Ｂ
一
〇
二

－
－

越

悠
太

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
二
二
一
号
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